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早春の2月，今月はバレンタインの月です。今年も又，北海道帯広の「六花亭ビタスィート 

チョコ」を心を込めて送らせて頂きました。――― どうぞお召上がり下さい ――― 

今月はバレンタインデーに因んで「   チョコ」と「ハイチ地震」の情報をお届けいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイチ地震（2010年） 
2010年ハイチ地震はハイチ時間の、2010年 1

月 12日 16時53分、日本時間の13日6時 53

分にハイチ共和国で起こったマグニチュード

（Ｍ）7.0 の地震。地震の規模の大きさやハ

イチの政情不安定に起因する社会基盤の脆弱

(ぜいじゃく)さが重なり、推定死者が 15 万人（1

月25日）に及ぶなど、単一の地震災害としては近年空前の大規模なものとなってしまった。 

 

16歳少女15日ぶりに救出 

ハイチ大地震で 27 日、首都ポルトープランスの崩落した民家から、16 歳と見られる少女が発生

から15日ぶりにフランスなどの救助隊によって救出された。少女は崩れた壁とドアのすきまで発

見された。足を負傷しているが、意識ははっきりしている。水や食料をどう補給していたかは不

明だ。国連によると、これまでに１３０人以上が瓦礫の下から救出された。 
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「逆チョコ」とは，バレンタイン時期に、通常の〝女性から男性〝ではなく、 

〝男性から女性〝へチョコレートを贈ること。 

 

昨年 12 月に実施した「女と男のバレンタイン意識調査」では、バレンタイン時期に 

チョコをもらう立場である男性の7割が女性へチョコを送っても良いと考えているとのこ

と。さらに、女性に「チョコ、欲しいなー」といわれれば、9 割以上の男性はチョコを送

ってもよいと答えたそうです。 



ハイチ共和国とはどんな国？ 

1492年コロンブスが青く輝く空と、したたるばかりの緑の島

に上陸しました。 

彼はここに木の十字架を立て、スペイン国の領土であること

を厳か(おごそか)に宣言し、この島に命名したのです。 

（ラ・エスパニョラ。スペインのように美しい島よ。） 

やがてこの島をフランス人が支配し、アフリカから黒人が奴

隷として運ばれてきました。やがてフランス革命が起こり絶

望の日夜にうちひしがれていた黒人たちの血を激しくゆり動

かしました。 

革命から15年黒人たちは立ち上がり、ついに凄まじい虐殺の地獄絵図が消えたとき、ここに地上

最初の黒人共和国が美しく生まれたのです。ときの指導者アンリ・クリストフの作った幻のよう

な灰色の城壁ラ・フェリエール城塞がくっきり浮かんでいる島、これがハイチ共和国です。 

 

ハイチは、かつて西半球で最も豊かな植民地だったが、現在では西半球で最も貧しい国になって

いる。 

世界で最初に独立した黒人共和国という輝かしい歴史を持つハイチ共和国が、なぜこんなに貧し

くなったのか。隣のドミニカ共和国では森林資源が豊富にあるのに、なぜハイチでは森林資源が

枯渇(こかつ)しているのか。 

ハイチは、現在、イースター島化している。人口が急増し、森林資源が枯渇し、土壌流出により

大地が不毛となり、人々は貧困に喘いでいるのだ。ハイチの砂漠化しているのは、自然的原因よ

りも人為的原因に負うところが大きい。その証拠に、同じイスパニョーラ島でも、東側のドミニ

カ共和国は砂漠化していないからである。 

 

英７歳、義援金２千万円超集める ハイチ大地震で 

ロンドンの小学生チャーリー・シンプソン君（７歳）がハイチ大

地震に心を痛め、「食べ物や水、テントを買えるように」とインタ

ーネットで義援金を募ったところ、２６日までの２日余りで約 

１４万８千ポンド（約２１４０万円）も集まった。 

 

当初の目標額は５００ポンド。両親の助けを借りてウェブサイト

を開き、宣伝のため、送り先の国連児童基金（ユニセフ）のＴシ

ャツ姿で近所の公園を自転車で７周すると、寄付が殺到した。 

メディアもこの“快挙”を取り上げ、人気タレントは「チャーリ

ーは素晴らしい。彼に学ぼう」と寄付を約束。両親も「何とお礼

を言ったらいいのか。こんなに反応があるとは夢にも思わなかっ

た」と驚いている。 

シンプソン君は英紙に「ハイチに行って、寄付が救った子供たち

に会いたいんだけど、ママに（行っていいか）聞いてみなきゃ」

と話した。 

カパイシエンから望む、 

シタデル・ラ・フェリエール城塞 

２４日、ロンドンで自転車に乗

りながら手を振るチャーリ

ー・シンプソン君（ＡＰ＝共同） 


